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暑
く
長
い
夏
が
終
り
、
や
っ
と
秋
の
気
配
で

す
。
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

　
朝
倉
の
水
害
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

　
今
夏
日
本
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
遭
遇
し
ま
し

た
。
七
月
五
日
の
福
岡
県
朝
倉
市
の
洪
水
被
害

（
九
州
北
部
豪
雨
災
害
）
は
寝
耳
に
水
で
、
ま
さ

か
と
思
い
ま
し
た
が
、
帰
国
後
訪
れ
て
驚
き
ま
し

た
。
災
害
の
パ
タ
ー
ン
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
似

て
き
て
い
る
の
で
す
。
現
地
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
と
っ
て
、

朝
倉
は
伝
統
技
術
の
モ
デ
ル
を
提
供
し
て
く
れ
た

地
で
も
あ
り
、
典
型
的
な
「
日
本
の
故
郷
」
の
一

つ
で
す
。
無
関
心
で
は
お
れ
ま
せ
ん
。

　
第
一
に
、
支
流
域
の
大
被
害
で
す
。
こ
れ
は
集

中
豪
雨
が
特
定
の
地
域
（
渓
谷
）
に
限
局
し
て
大

き
な
被
害
を
起
こ
し
、
他
の
地
域
で
は
時
に
水
不

足
さ
え
起
こ
す
ほ
ど
、
降
雨
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
の
巨

大
化
で
す
。
私
た
ち
が
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
流

域
で
悩
ま
さ
れ
て
き
た
パ
タ
ー
ン
に
酷
似
し
て
お

り
、
現
地
で
は
い
か
に
土
石
流
や
鉄
砲
水
を
避
け

る
か
で
多
大
の
労
力
を
割
き
ま
し
た
。

　
元
来
「
水
害
」
と
い
え
ば
、
本
川
の
水
が
あ
ふ

れ
て
、
流
域
に
被
害
を
も
た
ら
す
も
の
が
大
半
で

し
た
。
治
水
の
重
点
は
本
川
の
堤
防
強
化
に
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
い
つ
何な
ん

時ど
き

、
背
後
を

つ
か
れ
る
か
分
か
ら
な
い
状
態
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
第
二
に
、
膨
大
な
流
木
で
す
。
日
本
は
森
の
国

で
す
。
国
土
の
三
分
の
二
を
占
め
る
森
林
は
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
万
年
雪
に
比
肩
さ
れ
る
ほ
ど
貯

水
能
力
が
高
く
、
河
川
水
の
安
定
に
寄
与
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
あ
っ
け
な
く
削
り
取
ら
れ
、
尋

常
で
な
い
量
の
流
木
を
生
み
、
凶
器
と
し
て
人
里

を
荒
ら
し
た
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
敗
戦
直
後
に
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
ら
の

針
葉
樹
は
、
今
や
森
林
の
半
分
以
上
を
覆
っ
て
い

ま
す
。
自
然
の
雑
木
林
と
異
な
り
、
手
を
加
え
な

い
と
根
が
浅
く
な
り
、
保
安
林
と
し
て
機
能
し
難

く
な
り
ま
す
。
治
山
が
治
水
と
一
体
で
あ
る
こ
と

は
、
以
前
か
ら
強
調
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
ほ
ど
の
被
害
を
体
験
し
た
の
は
お
そ
ら
く
近

年
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　
植
生
に
乏
し
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
流
木
こ
そ

あ
り
ま
せ
ん
が
、
巨
礫
の
塊
が
音
を
た
て
て
鉄
砲

水
と
共
に
谷
を
下
っ
て
き
ま
す
。
朝
倉
の
被
害
地

今夏は2010年規模の大洪水が予想され、村や田畑を守るため必死で護岸工
事が進められた。マルワリードⅡ用水路周辺クナール河（2017年7月25日）

朝
倉
の
豪
雨
災
害
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

―
―「
故ふ

る

郷さ
と

の
回
復
」、こ
れ
が
国
境
を
超
え
る
共
通
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

Ｐ
Ｍ
Ｓ（
平
和
医
療
団・日
本
）総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
　
中
村  

哲
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の
流
木
の
山
は
、
そ
れ
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

治
山
か
ら
見
え
る
も
の

以
上
が
気
候
変
化
＝
温
暖
化
に
由
来
す
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
危
機
的
な
状
況
は
日
本
も
同
じ

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
更
に
、
飢
饉
こ
そ
な
い
も

の
の
、
日
本
で
は
深
刻
な
問
題
が
加
わ
り
ま
す
。

里
山
の
衰
退
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
よ
う

に
、
水
さ
え
引
け
ば
多
く
が
回
復
す
る
と
い
う
単村民たちは、籠、練石積み、砂利の山など様々な工夫を凝らし洪水から村を

守って来た。コーティ―村（2017年7月26日）

温暖化による洪水と沙漠化

取水困難 テ
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純
な
図
式
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
象
徴
的
な
も
の
が
流
木
の
処
理
で
、
こ
れ
に
は

改
め
て
愕
然
と
し
ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

は
流
木
も
大
変
な
貴
重
品
で
、
洪
水
と
な
れ
ば
村

落
は
活
気
づ
き
、
一
家
総
出
で
流
木
拾
い
に
熱
中

す
る
光
景
が
普
通
で
す
。
薪
や
建
材
を
「
収
穫
す

る
」
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
か
ら
で
す
。

　
対
照
的
に
日
本
で
は
、
ゴ
ミ
と
し
か
み
な
さ
れ

な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
加
工
す
れ
ば
十
分
に
材

木
や
薪
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
が
、
加
工
や
輸
送

に
高
い
費
用
が
か
か
り
、
安
い
輸
入
木
材
に
太
刀

打
ち
で
き
な
い
の
で
す
。
こ
こ
数
十
年
、
外
材
輸

入
が
林
業
に
従
事
す
る
人
々
の
生
計
を
圧
迫
し
、

日
本
の
林
業
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
最
近
に

な
り
、
や
っ
と
三
割
の
自
給
率
を
維
持
す
る
程
度

な
の
で
す
。

　
し
か
も
、
大
量
の
外
材
は
南
米
や
東
南
ア
ジ
ア

な
ど
熱
帯
雨
林
の
あ
る
国
々
か
ら
来
ま
す
。
熱
帯

雨
林
の
急
速
な
減
少
が
温
暖
化
を
加
速
し
て
い
る

こ
と
は
、
以
前
か
ら
危
機
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
商
業
上
の
利
益
や
市
場
（
消
費
）

の
動
向
だ
け
で
「
国
の
富
」
が
考
え
ら
れ
が
ち
な

世
情
で
、
こ
の
よ
う
な
流
通
の
あ
り
方
こ
そ
が
危

機
的
な
悪
循
環
を
作
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
お

そ
ら
く
農
業
も
同
様
な
構
造
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

ま
す
。
安
い
、
儲
か
る
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、

自
分
た
ち
の
古
巣
を
壊
し
、
食
べ
物
を
作
る
人
が

居
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
こ
の
と
こ
ろ
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
騒
ぎ
や
世
界

的
な
テ
ロ
事
件
の
広
が
り
で
、
危
機
管
理
や
国
防

マルワリードⅡ用水路底にソイルセメントを敷く職員と作業員たち
（2017年9月17日）

活着しているナツメヤシの木。冬季に移植する予定。ＰＭＳガンベリ農場
（2017年8月13日）

マルワリードⅡ用水路から送水されるカチャラⅡ分水路建設
（2017年8月13日）
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が
頻
り
に
語
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
長
い
目
で
見

れ
ば
、
本
当
に
怖
い
の
は
郷
土
の
荒
廃
で
す
。

　
私
た
ち
の
先
祖
が
営
々
と
築
い
て
き
た
郷
土

は
、
単
な
る
「
日
本
の
領
土
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
息
づ
い
て
き
た
文
化
―
―
自
然
と
折
合
っ

て
生
き
る
知
恵
、
多
様
性
を
許
す
寛
容
さ
の
源
泉

で
あ
り
、
戻
る
者
な
ら
誰
を
も
慰
め
、
受
け
容
れ

る
故
郷
で
す
。
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ぬ
時

に
、
と
り
あ
え
ず
戻
れ
る
拠
り
所
、
大
地
と
人
間

を
結
ぶ
接
点
、
そ
れ
が
伝
統
や
故
郷
で
あ
っ
て
、

決
し
て
売
り
渡
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
世
界
は
、
更
に
加
速
度
を
増
し
な
が
ら
変
貌

し
、
破
局
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
る
よ
う
に
さ
え
見

え
ま
す
。
生
半
可
な
手
段
や
慰
め
で
な
く
、
郷
土

回
復
へ
の
真
剣
な
努
力
が
、
今
こ
そ
必
要
な
の

は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
な
く
、
日
本
の
方
な
の

か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
秋
の
陣
　
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ

　
さ
て
、
現
地
の
方
も
「
二
十
年
存
続
体
制
」
へ

向
け
て
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
秋･

今

冬
の
大
き
な
取
組
み
は
、
先
の
年
度
報
告
で
述
べ

た
よ
う
に
、
以
下
の
通
り
で
す
。

一
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
（
カ
チ
ャ
ラ
村
）
取
水
設

備
の
完
成
。
前
年
度
に
大
き
な
工
事
は
終
え
て

い
ま
す
が
、
洪
水
期
を
経
て
観
察
、
仕
上
げ
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
村
民
（
帰
還
難
民
）
の
急

増
に
備
え
、
仮
灌か
ん

漑が
い

を
急
ぎ
、
年
度
内
に
流
域

全
体
（
約
八
〇
〇
㌶
）
の
耕
地
回
復
を
図
り
ま

す
。
こ
の
た
め
に
、
全
長
八
・
四
㎞
の
仮
送
水

路
を
早
急
に
確
保
す
る
予
定
で
す
。

二
、
カ
マ
堰ぜ
き

の
最
終
改
修
。
観
察
期
間
五
年
を
経

て
、
こ
れ
ま
で
の
知
見
を
活
か
し
、
維
持
が
よ

り
容
易
に
な
る
よ
う
、
二
つ
の
堰
の
大
掛
か
り

な
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
今
冬
最
大
の
仕
事

な
の
で
、
詳
細
は
次
号
で
紹
介
致
し
ま
す
。

三
、
ガ
ン
ベ
リ
主
幹
排
水
路
（
約
一
・
七
㎞
）
の

完
工
。
事
実
上
十
分
機
能
し
て
い
ま
す
が
、
仕

上
げ
に
蛇じ
ゃ

籠か
ご

工
と
柳り

ゅ

枝う
し

工
が
行
わ
れ
ま
す
。

四
、
ガ
ン
ベ
リ
農
場
の
事
業
。
懸
案
で
あ
っ
た
サ

ツ
マ
イ
モ
栽
培
拡
大
の
試
み
を
再
開
し
ま
す
。

農
場
の
整
備
に
追
わ
れ
て
中
断
し
て
い
ま
し
た

が
、
水
稲
栽
培
と
並
び
、
大
き
な
目
標
と
し
て

掲
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ガンベリ農場で農業責任者のアジュマルジャン（右）と果樹の観察中の中
村医師（2017年7月3日）

【技術と魂の記録】

安
定
灌
漑
は
、
倅
大
な
「
投
資
」
で
あ
る

戦
乱
の
続
く
な
か
、
干
ば
つ
と
洪
水
で
荒
廃
に
瀕
し
た
農

地
と
沙
漠
。
こ
の
過
酷
な
自
然
に
、
日
本
の
伝
統
的
な
工

法
か
ら
学
び
つ
つ
挑
ん
だ
十
五
年
の
技
術
と
魂
の
記
録

A
5
判
全
カ
ラ
ー

2
2
9頁
写
莉
刊
]
本
休
う
2
3
0
0円
＋
税

よ
み
が
え

ー
伝
統
に
学
ぶ
灌
漑
工
法
と
甦
る
農
業

． 

中
村
哲

＊事務局でも取り扱っています

悶石風社
〒810-0004福岡市中央区渡辺通2-3-24
ダイレイ第5ビル5階電話092(714) 4838 
www.sekifusha.com FAX092 (725) 3440 
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五
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
日
本
国
際
協
力
機
構
）
ア
フ
ガ

ン
事
務
所
と
の
共
同
調
査
。
こ
れ
も
将
来
に
備

え
、
不
可
欠
の
も
の
で
す
。
技
術
的
調
査
と
社

会
的
調
査
に
分
か
れ
て
い
て
、
何
れ
も
こ
れ
ま

で
の
活
動
の
総
合
評
価
と
な
り
、
灌
漑
地
拡
大

に
向
け
て
、「
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
」
の
確
立
に
つ
な

が
る
も
の
で
す
。

六
、
Ｆ
Ａ
Ｏ（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）関
連
事
業
。

訓
練
所
の
建
設
を
完
了
、
教
材
と
し
て
「
技
術

手
引
書
」
の
英
訳
出
版
、
技
術
解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
英

訳
お
よ
び
ダ
リ
語
版
）
の
出
版
、
斜
め
堰
の
模

型
製
作
な
ど
が
年
度
内
に
完
了
し
ま
す
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
改
組
と
今
後

　
こ
れ
ら
の
動
き
に
関
連
し
て
、
現
地
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を

中
心
と
す
る
改
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本

側
で
は
ど
う
し
て
も
現
地
活
動
を
支
え
て
い
る
「
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」
の
名
が
中
心
に
な
り
ま
す
が
、

実
戦
部
隊
で
あ
る
「
Ｐ
Ｍ
Ｓ
」
を
前
面
に
押
し
出

し
、「
二
十
年
存
続
体
制
」
を
明
確
に
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
日
本
側
で
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ･

Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ
（
支
援
室
）
の
発
足
で
、
よ
う
や
く
現
地
事

業
の
新
局
面
が
理
解
さ
れ
、
実
質
的
な
取
り
組
み

が
始
ま
っ
た
と
見
て
い
ま
す
。
治
安
悪
化
で
現
地

へ
の
渡
航
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
今

後
折
を
見
て
交
流
の
機
会
を
増
や
す
工
夫
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
＊

　
自
然
相
手
の
灌
漑
事
業
、
そ
れ
も
戦
乱
と
気
候

変
化
と
い
う
二
重
に
不
利
な
条
件
の
中
で
、
長
い

時
間
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
界
全

体
で
見
て
も
、
人
間
の
新
局
面
に
挑
む
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
と
呼
ん
で
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
国

家
で
は
な
く
、
故
郷
を
思
う
気
持
ち
は
世
界
中
同

じ
で
す
。「
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
の
回
復
」、
こ
れ

が
国
境
を
超
え
る
共
通
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
「
緑
の
大
地
計
画
」
は
、

こ
う
し
て
普
遍
性
を
帯
び
、
真
の
共
同
作
業
に
な

っ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

中な
か

村む
ら

　哲て
つ

…
九
州
大
学

医
学
部
卒
。
専
門
＝
神

経
内
科
（
現
地
で
は
内

科
・
外
科
も
こ
な
す
）。

国
内
の
病
院
勤
務
を
経

て
、
一
九
八
四
年
パ
キ

ス
タ
ン
・
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
（
旧

北
西
辺
境
州
）
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。

ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
、

貧
困
層
の
診
療
に
携
る
。
八
六
年
か
ら
は
ア
フ
ガ

ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を
設
立
し
、
ア
フ
ガ
ン
北

東
山
岳
部
に
三
つ
の
診
療
所
を
開
設
。
九
八
年
に

は
基
地
病
院
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。

ま
た
病
院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、

パ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を
拠
点
に

巡
回
診
療
も
開
始
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
干か
ん

ば
つ
対
策
の
た
め
の

水
源
確
保
（
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作

業
地
千
六
百
ヵ
所
以
上
）
事
業
を
実
施
。
さ
ら
に

〇
二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期
的

復
興
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
開
始
、
〇
三
年

三
月
か
ら
は
灌
漑
水
利
計
画
に
着
手
し
、
一
〇
年

三
月
全
長
約
二
五
キ
ロ
が
開
通
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル

診
療
所
の
年
間
診
療
数
約
四
三
、
六
〇
〇
人
（
二

〇
一
六
年
度
）。

行政からの視察団を案内中のジア医師はじめ各責任者（2017年9月11日）
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【カラー特集】マルワリードⅡ取水口完成をめざす。訓練所完成間近

図安定灌漑予定地

2017-2020 

① カチャラ用水 I流域

② コーティー用水流域

③ カチャラ用水 l1流域

図主な洪水対策 (2017年 7-9月）

（洪水浸入部と浸食部の措置）

．．．．．．．．．．．．．．．．． 洪水浸入経路
公・

---
、------

ヽヽ'‘ z―-̀  9,'‘ 
‘̀‘ ＼ヽ 樹林帯

¥,,9' ＼ヽ
し99

/ 
連続坦防

、=r====主幹水路予定ルート

氾濫原または複列砂州

D岩盤

安定灌漑予定地

B2岩盤

既存の耕地

新たな回復地

1 km ．． 

分流発生地点 (2010年）

タラーン用水旧取水口

現沈砂池11（建設中）

I シギ便高堤防（約 300m)
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マルワリードⅡ取水口からの遠望（2017年9月17日）

一夏を経験したマルワリードⅡ斜め堰、右側が取水門、そのすぐ左に土砂吐き兼可動堰が造られた（2017年9月17日）
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マルワリードⅡ用水路掘削作業の最先端（約３km地点）

マルワリードⅡ用水路1500m地点（洪水流入地点）に造成中の沈砂池Ⅱ＝緩衝池。池から送水される主幹水路の基礎造成が
進行中。強化堤防は300mの基礎を終えた。堤防は過度に高くせず、最悪でも「緩やかな溢水」とし、池で吸収（2017年8月13日）。

C岩盤 Ａ岩盤

主幹水路

強化堤防

橋4

橋3
沈砂池Ⅱ
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11月完成予定の訓練所。手前はミラーン取水門（2017年7月3日）

完成間近となったガンベリ主幹排水路。両脇に挿し木をした柳が根付いている（2017年9月17日）
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私
は
ア
ブ
ド
ル 

ジ
ャ
バ
ル
の
息
子
で
ア
ブ
ド

ル 

モ
ク
タ
ー
ル
と
言
い
ま
す
。

　
私
は
現
在
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
郡
シ
ャ
ム
シ
ャ
プ
ー

ル
村
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　
私
は
二
〇
〇
三
年
十
一
月
八
日
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ

ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
の
チ
ョ
キ
ダ
ー
ル
（
門
衛
・

警
備
員
）
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。
ジ
ャ
ラ
ラ

バ
ー
ド
事
務
所
で
長
い
間
勤
務
し
た
後
、
コ
ッ
ク

助
手
と
し
て
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
に
転
任
し
ま

し
た
。
私
は
台
所
周
り
の
仕
事
が
好
き
で
満
足
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務

所
と
新
し
く
出
来
た
現
場
宿
舎
勤
務
に
な
り
、
そ

こ
で
半
年
勤
め
た
後
、
水
路
現
場
に
移
り
、
倉
庫

管
理
人
と
し
て 

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
水
路
工
事
現
場

用
の
備
品
や
機
器
の
準
備
等
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
私
は
時
間
に
正
確
で
仕
事
に
熱
心
で
し
た
の

で
、
水
路
事
務
所
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
昇
格
し
、

そ
の
後
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
の
事
務
員
に
な

り
ま
し
た
。
事
務
所
で
は
購
買
部
の
業
務
に
つ

き
、
厨
房
用
食
料
や
水
路
に
必
要
な
物
品
・
備
品

の
調
達
に
あ
た
り
ま
し
た
。
カ
マ
取
水
口
工
事
開

始
後
は
、
ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ
か
ら
カ
マ
取
水
口
に
巨

礫
を
供
給
す
る
職
務
に
就
き
ま
し
た
。

　
カ
マ
取
水
口
完
成
後
、
中
村
総
院
長
の
指
示
に

よ
り
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
現
場
に
赴
任
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
水
路
の
両
側
の
道
路
や
水
路
壁
の
ス
テ
ッ
プ

増
設
に
あ
た
っ
た
後
、
ガ
ン
ベ
リ
農
業
計
画
に
移

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
農
地
の
整
地
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
ブ
ロ
ッ
ク
の
製
作
、
農
場
内
の
給
排
水

路
の
造
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
働
い
て
い
る
こ
と
を
幸
せ
に
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
の
生
活
の
改
善
と
安
定
を

も
た
ら
し
た
の
が
Ｐ
Ｍ
Ｓ
だ
か
ら
で
す
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
中
村
哲
先
生
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

門
衛
か
ら
ス
タ
ー
ト
、

　
農
業
計
画
の
中
心
に

　
　

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
・
農
業
担
当

　
　
ア
ブ
ド
ル 

モ
ク
タ
ー
ル

◎
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
便
り

モクタールらの手で果樹園の手入れがなされる（2017年8月14日）

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い「
任
意
団
体
」で
す
。

お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
現
地
活
動
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

お
送
り
し
ま
す

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
れ
る
と
き

に
お
使
い
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
（
払
込
用
紙
が

つ
い
て
い
ま
す
）。
ご
希
望
の
方
は
遠
慮
な
く
事

務
局
に
お
申
し
越
し
下
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

Ａ
３
変
形
を
四
折
り
し
た
も
の
で
、
長
形
の
定
形

封
筒
に
入
る
カ
ラ
ー
版
で
す
。
な
お
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、
会
報
等
は
受
け
取
る
意
思
の
あ
る
方
へ
の

配
布
を
原
則
と
し
て
お
り
ま
す
（
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

等
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
）。
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私
は
グ
ラ 

ジ
ャ
ン
の
息
子
で
ダ
ワ 

ジ
ャ
ン
と

言
い
ま
す
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
・
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
に
勤
め
始
め
た
の
は
二

〇
〇
二
年
三
月
二
五
日
で
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療

所
の
コ
ッ
ク
と
し
て
雇
わ
れ
、
医
療
や
水
路
作
業

に
従
事
す
る
現
地
職
員
や
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
た

め
に
食
事
を
準
備
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
年
勤
務

し
た
後
、
水
路
現
場
の
キ
ッ
チ
ン
に
転
任
し
現
場

で
泊
ま
り
込
み
で
働
く
人
た
ち
や
、
職
員
た
ち
や

日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
昼
食
を
作
り
ま
し
た
。
現
在

キ
ッ
チ
ン
仕
事
を
メ
イ
ン
に

　一
五
年
働
い
て
い
ま
す

　
　

　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
・
台
所
担
当

　
　

ダ
ワ 

ジ
ャ
ン

　
私
は
ハ
ン 

ジ
ャ
ン
の
息
子
で
マ
テ
ィ
ウ
ラ
ー

と
言
い
ま
す
。

　
私
は
運
転
手
と
し
て
二
〇
〇
三
年
七
月
三
一
日

か
ら
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
勤
め
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
用
水

路
現
場
の
ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
転
を
ま
か
さ
れ
、
続

い
て
ヌ
ー
ル
ガ
ル
、
ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ
、
シ
ギ
の
村
々

に
ス
タ
ッ
フ
や
作
業
員
を
送
迎
す
る
業
務
で
大
変

忙
し
く
働
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
私
た
ち
ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
転
手
は
、

用
水
路
建
設
で
埋
め
た
て
に
使
う
土
、
砂
、
砂
利

等
を
運
送
し
た
り
、
ク
ナ
ー
ル
河
に
石
出
し
水
制

を
造
る
た
め
に
巨
礫
を
運
搬
し
た
り
、
掘
削
作
業

に
従
事
し
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
大
変
な
努
力
と
皆
の
協
力
に
よ
り
、

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
水
路
や
他
の
水
路
が
完
成
し
、
そ

の
結
果
、
僻
地
や
荒
れ
地
、
干
上
が
っ
た
場
所
が

姿
を
変
え
て
人
々
が
住
め
る
よ
う
に
な
り
、
農
作

物
が
生
産
さ
れ
続
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
パ

キ
ス
タ
ン
に
避
難
し
て
い
た
人
々
も
帰
還
す
る
よ

う
に
な
り
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
造
っ
た
灌か
ん

漑が
い

設
備
は
帰
還

民
の
家
族
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
そ
し
て
中
村
哲
先
生
の
誠
実
な

努
力
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
想
い
に
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。
中
村
先
生
や
皆
様
に
い
つ
も
神

様
の
ご
加
護
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

作業現場で昼食を準備するダワジャン

は
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
本
部
事
務
所
の
キ
ッ
チ
ン
で

働
き
、
水
路
現
場
事
務
所
で
も
時
々
働
い
て
い
ま

す
。

　
私
は
自
分
の
現
在
の
生
活
に
大
変
満
足
し
、
幸

せ
で
す
。
何
故
な
ら
、
自
身
と
家
族
の
生
活
が
前

進
し
、
経
済
状
況
も
以
前
よ
り
良
く
な
っ
た
か
ら

で
す
。
私
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
殊
の
外
中
村
哲
先
生
に
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

トラックの整備をするマティウラー運転手

ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
転
手

　一
筋
に
努
め
て
い
ま
す

　
　

　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
・
運
転
手

　
　

マ
テ
ィ
ウ
ラ
ー
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中
村
医
師
の
書
籍
を
読
ん
で

　
二
〇
一
七
年
の
は
じ
め
、
友
人
か
ら
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
と
書
籍

「
天
、
共
に
あ
り
」
と
い
う
一
冊
の
本
を
贈
っ
て

き
た
こ
と
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
を
知
る
契
機
と
な

り
、
四
月
よ
り
勤
務
を
始
め
て
早
い
も
の
で
半
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

Ｐ
Ｍ
Ｓ
＝
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
年
表
を
更
新

し
、
三
〇
年
以
上
の
活
動
の
変
遷
と
事
業
の
積
み

重
ね
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
四
月
に
現
地

Ｐ
Ｍ
Ｓ
副
院
長
の
ジ
ア
医
師
一
行
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

の
共
同
調
査
の
準
備
の
た
め
福
岡
県
朝
倉
市
に
あ

る
山
田
堰
を
訪
問
し
た
際
に
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

総
出
で
歓
迎
を
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の

訪
問
を
年
表
の
一
事
項
と
し
て
追
加
す
る
時
、
Ｐ

Ｍ
Ｓ
の
技
術
の
広
域
展
開
に
向
け
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

共
同
調
査
と
共
に
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
＝
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

の
歴
史
が
ま
た
一
つ
刻
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

だ
と
感
じ
ま
す
。

　
二
十
年
継
続
体
制
と
い
う
言
葉
が
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
な
実
態
を
現
す
の
か
、
勤
務
を
始
め
て
半

年
を
経
な
い
私
に
は
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
を
一
つ
ず
つ
更
新
し
、

後
に
述
べ
る
書
籍
「
緑
の
大
地
計
画
」
の
校
正
を

一
ペ
ー
ジ
ず
つ
進
め
る
よ
う
に
、
着
実
に
一
日
一

日
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
が
私
が
こ
こ
で
で
き

◎
ワ
ー
カ
ー
通
信

ＮＨＫ出版

Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
支
え
る
た
め
に  

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
・
Ｐ
Ｍ
Ｓ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ（
支
援
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
上
拡
史

PMS-Japan（支援室）で、現地での教材となる技術書英語版の編集に取り組む筆者

医者、用水路を拓く
アフガンの大蜻から世界の虚構に揖む
中村哲 【6刷】1800円

辺境て診磯境から見る【5刷】 1800円

医者井戸を掘る【12刷】 1800円

医は国境を越えて【7刷】2000円

ダラエ•ヌールヘの道【5刷】 2000円
ペシャワールにて 【8刷】 1800円
-----------------------------------

アフガン農業支援奮闘記
高橋修・編著 2500円

猥愚者の物語
甲斐大策 1800円

石風社：□悶悶瓢悶92-3-24

人は愛するに足り、真心は
信ずるに足るアフガンとの約束
中村哲／澤地久枝（聞き手） 2000円

府波書店認瓢盟開篇ooツ橋2-5-5

天、共に在り冒鯰鱗‘<
中村哲 1600円

東京都渋谷区宇田川町41-1
電話03(3464) 7311 

価格はすべて本体価格（税別）です

アフガニスタン五2
用水路が運ぷ
恵みと平和
朗読吉永小百合
3000円（税＋送料込）
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る
最
善
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
に
は
、
中
村
医
師
の

講
演
会
や
活
動
紹
介
の
た
め
の
写
真
展
を
各
地
で

開
催
し
た
い
と
い
う
依
頼
の
電
話
が
頻
繁
に
鳴
り

ま
す
。
中
村
医
師
の
思
想
と
活
動
を
広
報
す
る
こ

と
へ
の
尽
力
を
厭
わ
な
い
人
々
が
日
本
全
国
に
い

る
こ
と
を
知
り
、
日
本
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
間

に
あ
る
目
に
見
え
ぬ
良
心
の
繋
が
り
を
日
々
感
じ

ま
す
。

　
現
地
と
電
話
で
情
報
交
換

　
福
岡
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
内
の
Ｐ
Ｍ

Ｓ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ(

支
援
室)

で
は
毎
週
水
曜
日
に

現
地
Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
務
局
の
ス
タ
ッ
フ
に
電
話
を
し
、

現
地
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
語
を

用
い
て
会
計
、
気
候
、
治
安
状
況
等
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
い
ま
す
。
九
月
に
イ
ス
ラ
ム
教
の
犠

牲
祭
が
あ
り
ま
し
た
折
、「
イ
ー
ド
　
ム
バ
ー
ラ

ッ
ク
！
（
犠
牲
祭
お
め
で
と
う
）」
と
祝
福
の
挨

拶
を
し
、
事
務
局
内
で
は
、
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
全

員
が
そ
の
日
は
十
分
に
お
腹
を
満
た
せ
る
よ
う
、

羊
四
頭
を
贈
呈
す
る
た
め
寄
付
を
募
り
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
局
内
に
は
イ
ス
ラ
ム
の
暦
を
読
む
カ

レ
ン
ダ
ー
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
常
に
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
人
々
と
共
に
あ
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
＝
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
の
活
動
で
は
、
決
し
て
現
地
の
伝
統
文
化

の
否
定
と
先
進
性
の
押
し
付
け
を
す
る
の
で
は
な

く
、
現
地
の
人
々
の
価
値
観
の
理
解
と
尊
重
が
肝

要
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
急
増
す
る
送
還
難
民

　
多
く
の
犠
牲
者
と
難
民
を
生
み
出
し
た
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
戦
争
後
、
内
紛
は
継
続
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
七
年
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
地
に
も
パ
キ
ス
タ

ン
か
ら
強
制
送
還
さ
れ
る
難
民
数
が
急
増
し
、
緊

急
に
各
農
村
へ
と
灌
水
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
聴

き
ま
し
た
。
護
岸
工
事
、
堰
の
造
成
な
ど
に
は
重

機
を
多
く
使
用
し
ま
す
が
、
活
着
率
を
上
げ
る
た

め
、
樹
木
へ
の
水
遣
り
や
蛇
籠
の
石
積
み
な
ど
で

は
多
く
の
労
働
者
の
根
気
と
繊
細
な
手
作
業
が
必

要
で
あ
り
、
地
域
住
民
と
難
民
の
雇
用
機
会
を
多

く
創
出
し
て
い
ま
す
。
水
源
、
農
地
、
雇
用
等
生

き
る
た
め
基
盤
を
築
く
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
地
域
住
民
に
深
く
信
頼
さ
れ
、
強
く
必
要
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
現
地
の
人
々
に
お
け
る
命
の

砦
で
あ
る
こ
と
を
、
中
村
医
師
か
ら
送
付
さ
れ
る

週
間
活
動
報
告
書
（
週
報
）
を
読
み
、
学
ん
で
い

ま
す
。

　
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
協
力
と
共

に
、
現
地
で
は
訓
練
所
の
建
設
が
完
成
を
見
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
週
報
の
写
真
に
写
る
、
完
成
に

近
づ
き
ゆ
く
煉
瓦
造
り
の
建
物
と
汗
水
を
流
し
て

建
設
を
進
め
る
人
々
の
姿
を
見
る
と
、
今
後
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
が
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
作
業
地
に
お
い

て
実
地
で
技
術
を
学
び
、
体
得
し
、
他
の
地
域
に

も
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
の
精
神
と
技
術
を
基
盤
に
し
た
河

川
灌
漑
工
事
が
実
施
さ
れ
る
日
が
近
い
こ
と
を
感

じ
ま
す
。

　
英
訳
と
現
地
語
の
テ
キ
ス
ト

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
支
援
室
）
で
は
、
今

年
出
版
さ
れ
た
書
籍
「
緑
の
大
地
計
画
」
の
英
訳

版
の
校
正
を
着
々
と
進
め
、
現
地
訓
練
所
で
使
わ 犠牲祭を迎える。PMS農場（2017年9月11日）
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れ
る
教
科
書
と
し
て
分
か
り
や
す
く
活
用
さ
れ
や

す
い
も
の
と
な
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
文
一
文
を
輪
読
し
、
構
成
や
文
章
の
内
容
を
整

理
、
掲
載
さ
れ
る
一
枚
一
枚
の
写
真
、
図
、
表
を

吟
味
し
、
今
後
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
技
術
を
学
び
活
か
す

人
々
が
よ
り
深
く
理
解
し
実
践
的
に
活
か
せ
る
も

の
と
な
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
現

地
で
は
、
英
文
を
基
に
現
地
語
で
の
翻
訳
作
業
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
各
地
で
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
訓
練
を
受
け
河
川

灌
漑
工
事
を
行
う
人
々
が
、「G

reen G
round 

Project

」
を
横
に
置
き
参
考
に
し
な
が
ら
蛇
籠

を
組
み
、
植
樹
を
し
、
灌
漑
施
設
の
設
計
・
工
事

を
す
る
の
で
あ
ろ
う
、
そ
し
て
完
成
し
た
灌
漑
施

設
に
よ
る
恩
恵
を
受
け
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
伝
統

と
其
々
の
家
族
を
守
り
な
が
ら
平
穏
に
暮
ら
し
て

欲
し
い
と
考
え
、
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
戦
争
、
干か
ん

ば
つ
、
病
気
、
貧
困
が
蔓

延
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
他
地
域
で
も
Ｐ
Ｍ
Ｓ

の
精
神
と
技
法
が
多
く
の
人
に
認
知
さ
れ
、
実
践

さ
れ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
ア
フ
ガ
ン
国
民
の
名
誉

と
人
々
の
安
全
が
保
障
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
、
Ｐ

Ｍ
Ｓ
の
一
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
支
援
室
か
ら
祈
り
ま

す
。

ホ
ジ
ャ・
ヌ
リ
ス
タ
ニ

甲
斐
大
策

日
没
後
も
暑
い
。
ク
ン
ド
ゥ
ズ
の
松
特
有
の
長
い
葉
は
項う

な

垂だ

れ
た
儘ま

ま

で
あ
る
。
廃
屋
同
然
の
旧
国
営
ホ
テ
ル
へ
長
身
の
男
達

が
入
っ
て
い
く
。
誰
も
が
鼻
梁
高
く
眼
窩
は
深
い
。
伴
う
妻
子

に
瞳
は
優
し
い
。
七
〇
年
代
、
此こ

処こ

の
支
配
人
を
務
め
た
者
の

長
男
が
導
く
〝
谷
の
者
〟
の
寄
り
合
い
で
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
か
ら
東
へ
イ
ン
ダ
ス
河
左
岸
迄

四
〇
〇
㎞
余
、
北
緯
三
四
度
線
を
三
六
度
線
へ
二
〇
〇
㎞
余
、

過
酷
こ
の
上
な
い
峻
嶺
と
深
渓
の
山
地
が
在
る
。
都
邑
の
者
達

は
一
帯
を
「
山コ

ヒ
ス
タ
ン国
」
と
呼
び
捨
て
、
山
び
と
達
を
無
知
で
粗
暴
、

不
潔
な
「
不カ

フ
ィ
ー
ル

信
心
者
」
と
呼
ぶ
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
で
は
時
の
王
が
、
近
代
兵
器
で
谷
々
を

制
圧
、
山
び
と
達
に
イ
ス
ラ
ム
を
強
い
、「
光ヌ

リ
ス
タ
ン

明
の
地
」と
命
名
、

二
〇
世
紀
初
め
だ
っ
た
。

西
紀
前
四
世
紀
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
驚
嘆
、
一
四
世
紀

テ
ィ
ム
ー
ル
が
恐
怖
し
た
山
び
と
達
の
剛
勇
振
り
は
、
谷
の
奥

深
く
消
え
た
。

近
代
、
下
界
と
の
接
触
は
天
然
痘
や
結
核
を
齎も

た
ら

し
、
多
く
の

山
び
と
達
が
土
に
還
っ
た
。
一
方
で
西
欧
は
、
山
び
と
達
が
密

か
に
護
っ
て
き
た
木
彫
の
祖
霊
像
や
騎
馬
像
を
発
掘
、
博
物
館

へ
収
め
る
。
善
行
と
し
て
だ
っ
た
。
抽
象
的
な
文
様
が
埋
め
る

家
具
や
家
屋
、
繊
細
無
比
に
特
異
な
美
学
が
彩
る
刺
繍
、
谷
の

音
階
と
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
そ
れ
と
の
類
似
、
金
髪
碧
眼
の
人
々
、

出
自
の
謎
、
い
ず
れ
も
西
欧
の
好
奇
心
と
物
慾
を
刺
戟
、
他
方

下
界
の
紛
争
は
全
て
の
谷
へ
の
ナ
パ
ー
ム
爆
撃
を
誘
い
も
し

た
。
山
気
と
祖
霊
が
育
ん
だ
高
潔
な
山
び
と
達
は
、
戦
乱
の
下

界
で
寡
黙
に
生
き
る
。
自
ら
ヌ
リ
ス
タ
ニ
、
と
口
に
す
る
こ
と

は
し
な
い
。

寂
れ
た
薔
薇
園
跡
に
中
国
製
の
蚊
遣
り
の
煙
が
漂
い
、
ホ

ジ
ャ
の
一
行
が
食
後
の
茶
を
手
に
、
同
じ
谷
を
出
た
者
達
の
動

向
を
伝
え
合
う
。
七
七
年
迄
バ
ー
ブ
ル
墓
廟
の
警
備
員
だ
っ
た

ア
ガ
爺
が
地
面
に
坐
り
、
水
瓶
の
腹
を
小
石
で
打
ち
、
呟
く
よ

う
に
唄
う
。

身
を
屈
め
て
ホ
ジ
ャ
が
耳
打
ち
す
る
。

「
バ
バ
、
少
し
水
を
抜
い
た
方
が
…
…
。」

サ
フ
ァ
ル
・バ
ハ
エ
ル
！（
良
い
旅
を
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
30

2018年カレンダー

「時
と き

」
画・甲斐大策

同封のハガキでご注文ください
Ａ２判変形（画・7点）

定価1500円（税・送料込）

今年も恒例のカレンダーを制作します。
部数に限りがありますのでお早めにご
注文下さい（ご友人・知人へのプレゼ
ント発送も承ります）。
※代金は後払い。払込用紙を同封します

2 0 1 8 

．．覺大霞



16ペシャワール会報　No.1332017 年 10 月 11 日

発行所●ペシャワール会　〒810-0023　福岡市中央区警固2-1-17　ハイツみかげ803号
電話092（731）2372　FAX　092（731）2373　郵便振替　01790―7―6559
発行日　2017年10月11日　No.133　会長　村上優　　現地代表　中村哲　　事務局長　福元満治

会
　
　
　
則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
支

え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員

一
、
〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇
円

の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

（
〒
八
一
〇—

〇
〇
二
三
　
福
岡
市
中
央
区
警

固
二—

一—

一
七
　
ハ
イ
ツ
み
か
げ
八
〇
三
号

℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二
）内
に
お
く
。

●
事
務
局
長
便
り

＊
七
月
五
日
、
六
日
に
発
生
し
た
北
部
九
州
の
豪
雨

災
害
は
、
ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
で
し
た
。
今
年
の
夏

は
、
南
ア
ジ
ア
に
熱
波
が
発
生
し
た
た
め
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
も
二
〇
一
〇
年
に
起
き
た
大
洪
水
の
再

来
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
中
村
医

師
は
、
予
定
を
変
更
し
て
七
月
に
は
現
地
に
戻
り
現

場
に
張
り
付
い
て
い
ま
し
た
。
現
地
は
、
幸
い
に
も

洪
水
の
発
生
は
免
れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
原
点
と
も
言
え
る
山
田
堰
の
あ
る
朝
倉
、

日
田
地
域
が
「
線
状
降
水
帯
」
の
発
生
に
よ
る
記
録

的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
す
。
朝
倉
の
最
大
一

時
間
降
水
量
一
二
九
・
五
ミ
リ
、
最
大
二
四
時
間
降

水
量
は
五
四
五
・
五
ミ
リ
で
す
。
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
激
し
い
降
雨
で
、
滝
壺
に
い
る
よ
う
だ
っ
た
と

言
い
ま
す
。
ち
な
み
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
年
間
降

水
量
は
三
五
〇
ミ
リ
で
す
。
今
回
の
筑
後
川
本
流
の

増
水
量
は
、
五
年
前
に
起
き
た
洪
水
時
よ
り
も
数
十

㌢
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
支
流
の
杉
林
の
土
砂
崩
れ

や
流
木
に
よ
る
溢
水
被
害
は
甚
大
で
、
三
六
名
の
方

が
亡
く
な
り
、
い
ま
だ
行
方
不
明
の
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
と
共
に
、
朝
倉
・
日
田
地
区
の
一
日
も
早

い
復
旧
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

＊
九
月
一
九
日
、
よ
う
や
く
土
砂
や
流
木
が
撤
去
さ

れ
た
朝
倉
の
三
連
水
車
と
山
田
堰
を
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
「
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
」
の
副
長
官
ム
ハ
ン

マ
ド
・
ダ
ウ
ー
ド
氏
一
行
が
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

山
田
堰
土
地
改
良
区
の
徳
永
理
事
長
に
よ
る
懇
切
な

る
説
明
を
午
前
中
に
受
け
た
後
、
午
後
か
ら
は
、
県
、

国
の
河
川
担
当
者
か
ら
の
説
明
の
後
、
中
村
医
師
か

ら
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
現
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
レ
ク

チ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
適
合

し
た
伝
統
工
法
の
説
明
の
後
、
砂
漠
化
し
た
土
地
が

緑
に
変
化
す
る
ス
ラ
イ
ド
に
は
、
拍
手
と
感
動
が
広

が
り
、
通
訳
の
ア
フ
ガ
ン
人
女
性
が
ハ
ン
カ
チ
で
涙

を
拭
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
、
印
象
的
で
し
た
。

＊
こ
の
九
月
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
発
足
三
四
年
に
な

り
ま
し
た
。
事
務
局
は
、
日
々
地
道
な
作
業
を
続
け

る
こ
と
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
支
え
て
い
ま
す
が
、
事
務
局
員

が
高
齢
化
し
て
き
ま
し
た
。
若
い
か
た
が
た
の
参
加

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
年
齢
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
よ
り

Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
造
っ
て
い
る
灌
漑
設
備
の
水
利
調
査
が
、

十
一
月
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、

ジ
ア
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
達
が
学
習

の
た
め
来
日
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
水
利
調

査
に
必
要
な
学
習
項
目
が
準
備
さ
れ
、
彼
ら
が
長
い

間
中
村
医
師
と
共
に
現
場
で
や
っ
て
き
た
事
の
理
論

づ
け
と
更
な
る
技
術
の
習
得
に
な
り
ま
す
。
こ
の
技

術
が
、
今
な
お
干
ば
つ
に
被
災
し
て
い
る
母
国
で
必

ず
や
役
に
た
ち
、
彼
ら
の
手
で
畑
が
一
つ
で
も
復
活

し
て
ゆ
く
こ
と
を
期
待
し
、
い
づ
れ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
彼
ら
と
共
に
働
こ
う
と
し
て
い
る
支
援
室
メ
ン

バ
ー
も
こ
の
機
会
を
活
用
さ
せ
て
頂
き
、
一
緒
に
学

習
し
て
参
り
ま
す
。
ご
計
画
頂
い
た
関
係
者
の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
、
現
地
報
告
会
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
六

月
第
一
土
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。


